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　本会の　本会の第第1515年度年度第３回理事会を下記により開第３回理事会を下記により開

催いたします。催いたします。

　理事　理事･･会員各位のご出席をお願いします。会員各位のご出席をお願いします。

　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　記

日　時　日　時　20092009年３月１９日（木）　１４時より年３月１９日（木）　１４時より

場　所　東京浜松町海員会館　第２会議室場　所　東京浜松町海員会館　第２会議室

議　題　議　題　第第1616回回定期総会の開催と今後の活動に定期総会の開催と今後の活動に

　　　　関する諸問題　　　　関する諸問題

　政府は　政府は１１月月2828日、日、ソマリア沖の海賊対策としソマリア沖の海賊対策とし

て、て、海上警備行動準備を発令し、海上警備行動準備を発令し、海上自衛隊の派海上自衛隊の派

遣を決定したという。遣を決定したという。これは海賊対策新法が作成これは海賊対策新法が作成

されるまでのつなぎの措置というが、されるまでのつなぎの措置というが、海上警備行海上警備行

動が外国船の領海侵犯など沿岸警備に対応する制動が外国船の領海侵犯など沿岸警備に対応する制

度であるのに対し、度であるのに対し、遥かに離れた海域にしかも海遥かに離れた海域にしかも海

賊対策の名目で軍艦を派遣することは、賊対策の名目で軍艦を派遣することは、自衛とは自衛とは

程遠い遠征軍の出動というべき事態である。程遠い遠征軍の出動というべき事態である。

　海賊が世界の海に出没する状態は今に始まった　海賊が世界の海に出没する状態は今に始まった

事ではない。事ではない。また海賊の発生は地域経済や政治情また海賊の発生は地域経済や政治情

勢の変化に連動して起きているようである。勢の変化に連動して起きているようである。最近最近

ではマラッカ海峡で一時多発した海賊対策に、ではマラッカ海峡で一時多発した海賊対策に、日日

本を含む近隣諸国が協力して取り組んできたが、本を含む近隣諸国が協力して取り組んできたが、

海軍が直接対処しているものではない海軍が直接対処しているものではない，，

　海賊は盗賊または強盗というべきものである。　海賊は盗賊または強盗というべきものである。

ソマリア沖の海賊事件は一昨年ソマリア沖の海賊事件は一昨年4444件、件、昨年昨年111111

件と一気に増加したため件と一気に増加したため､､現在現在､､米英仏独やＥＵ、米英仏独やＥＵ、

中ロ印など中ロ印など2020カ国ほどが軍艦を派遣しているもカ国ほどが軍艦を派遣しているも

ので、ので、日本も遅ればせながらヘリ搭載の護衛艦日本も遅ればせながらヘリ搭載の護衛艦

(4,500(4,500トン級トン級))２２隻を派遣することにしている。隻を派遣することにしている。

　これらは海賊対策としては極めて異常な事態で　これらは海賊対策としては極めて異常な事態で

あるが、あるが、それはアフガンそれはアフガン･･イラク戦争やいイスライラク戦争やいイスラ

エルとパレスチナ、エルとパレスチナ、イランの事態を踏まえた各国イランの事態を踏まえた各国

の対応と連動したものと見るべきであろう。の対応と連動したものと見るべきであろう。

　ソマリアは　ソマリアは 20 20年にわたって内戦が続き、年にわたって内戦が続き、統治統治

能力が崩壊した国家であるため、能力が崩壊した国家であるため、武器を携行した武器を携行した

海賊が身代金目的に商船乗取りを働いていると海賊が身代金目的に商船乗取りを働いていると

考えられるが、考えられるが、昨年になってなぜ一気に倍増し昨年になってなぜ一気に倍増し

たのかその理由は報道されていない。たのかその理由は報道されていない。

　また報道されている限りでは、　また報道されている限りでは、海賊はロケット海賊はロケット

や機関銃など、や機関銃など、人手で持ち運ぶ武器を持ち、人手で持ち運ぶ武器を持ち、漁船や漁船や

小型船に乗っている様だが、小型船に乗っている様だが、旧海軍旧海軍((存在したか不存在したか不

知知))の艦艇が使われているとは思われない。の艦艇が使われているとは思われない。

　今回の日本政府の海賊対策は、　今回の日本政府の海賊対策は、軍艦の派遣と武軍艦の派遣と武

力行使が最優先で考えられている。力行使が最優先で考えられている。なぜ自衛艦かなぜ自衛艦か

といえば保安庁では遠すぎるから、といえば保安庁では遠すぎるから、犯罪行為の取犯罪行為の取

り締りであるから武力行使に当たらない等の理屈り締りであるから武力行使に当たらない等の理屈

を並べているが、を並べているが、巡洋艦が漁船や川舟のような船巡洋艦が漁船や川舟のような船

の海賊をどの様に取り締まるのか。の海賊をどの様に取り締まるのか。昨年昨年1111月イン月イン

ド海軍が、ド海軍が、海賊に乗っ取られた漁船を攻撃して漁海賊に乗っ取られた漁船を攻撃して漁

船員船員1515入が死亡したという。入が死亡したという。

　そもそも、　そもそも、軍艦の見ている前で海賊が商船を襲軍艦の見ている前で海賊が商船を襲

うだろうか。うだろうか。政府の対策では海賊船への砲撃を可政府の対策では海賊船への砲撃を可

能としているが、能としているが、現行犯以外に海賊船をどのよう現行犯以外に海賊船をどのよう

に判定するのか。に判定するのか。怪しいから、怪しいから、海賊船かもしれな海賊船かもしれな

いからと、いからと、航行船を次々と臨検するのか。航行船を次々と臨検するのか。停船命停船命

令を聞かないから令を聞かないから､､逃走するからと砲撃するのか。逃走するからと砲撃するのか。

そうなると公海自由の原則や船舶と旗国の主権をそうなると公海自由の原則や船舶と旗国の主権を

侵害し侵害し､､航行の安全を阻害するものとなる。航行の安全を阻害するものとなる。

　　今回の日本政府の海賊対策は、今回の日本政府の海賊対策は、自衛隊の海外自衛隊の海外

派兵と武力行使を公然化する目的を露骨に示し派兵と武力行使を公然化する目的を露骨に示し

ている。ている。そして海賊対策新法の制定によって、そして海賊対策新法の制定によって、

世界的に派兵可能な体制確立を狙っていると疑世界的に派兵可能な体制確立を狙っていると疑

われている。われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【３【３頁へ続く】頁へ続く】

海賊対策で自衛艦派遣海賊対策で自衛艦派遣

公海の自由侵害は許されない公海の自由侵害は許されない

理事会開催告示理事会開催告示
戦没船を記録する会々長戦没船を記録する会々長　　川島　　裕川島　　裕
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　はじめに　はじめに会長会長より要旨次のより要旨次の挨拶挨拶があった。があった。

　私の不注意で転倒し２か月入院、８月の理事会に　私の不注意で転倒し２か月入院、８月の理事会に

出席出来ず申し訳なかった。出席出来ず申し訳なかった。

　戦没船を記録する会も、皆さんの本当に熱心な活　戦没船を記録する会も、皆さんの本当に熱心な活

躍により今日まで歩いてきた。躍により今日まで歩いてきた。

　多くの団体が高齢化してきており、本会も例外で　多くの団体が高齢化してきており、本会も例外で

はない。諸団体で運動を若い人達にどう引き継いではない。諸団体で運動を若い人達にどう引き継いで

ゆくかが大きな課題となっている。ゆくかが大きな課題となっている。

　戦争の恐ろしさ、虚しさを本当にわかっていない　戦争の恐ろしさ、虚しさを本当にわかっていない

者が多い。ただ理屈で正しい道を歩んできたと平気者が多い。ただ理屈で正しい道を歩んできたと平気

でいう高い地位の人、政治家が多くいる。でいう高い地位の人、政治家が多くいる。

　先日、海上労働ネットワークの解散集会が開か　先日、海上労働ネットワークの解散集会が開か

れ、私も参加したが、寂しい思いをした。本会は何れ、私も参加したが、寂しい思いをした。本会は何

とか若い人に引き継いでやってゆきたい、それしかとか若い人に引き継いでやってゆきたい、それしか

ない。よろしくお願いしたい。ない。よろしくお願いしたい。

　続いて別掲の　続いて別掲の｢｢理事会議案理事会議案｣｣に沿って篠原事務局長に沿って篠原事務局長

からから報告報告･･説明説明があり、討議に入った。があり、討議に入った。

○　マンション管理人には○　マンション管理人には｢12｢12月一杯で出てゆく」と月一杯で出てゆく」と

　通告してある。　通告してある。

○　役員は来年３月末まで現行どおり、連絡場所の○　役員は来年３月末まで現行どおり、連絡場所の

　窓口が２つになったり個人宅になるのはよくな　窓口が２つになったり個人宅になるのはよくな

い、繰越金もあるので来年３月末まで事務所を維持い、繰越金もあるので来年３月末まで事務所を維持

し、その間会をどうするか検討しては？し、その間会をどうするか検討しては？

○　会活動は維持するが、本会だけでの事務所維持○　会活動は維持するが、本会だけでの事務所維持

　は困難との前提で話が進んできた。事務所がなく　は困難との前提で話が進んできた。事務所がなく

てもやっている団体はいくらでもあり本会もやっててもやっている団体はいくらでもあり本会もやって

ゆける。事務所費に特別資金を多額充当するのは問ゆける。事務所費に特別資金を多額充当するのは問

題題――等から、経過通り等から、経過通り1212月末事務所閉鎖で行くべき月末事務所閉鎖で行くべき

だ。だ。

○　今後の会活動をどうするかが問題、だらだら継○　今後の会活動をどうするかが問題、だらだら継

　続はよくない、会員の高齢化もあるし終結を考え　続はよくない、会員の高齢化もあるし終結を考え

てはどうかてはどうか??

○　○　本会の基本は戦争の悲惨さ・不当さを語り継ぎ、本会の基本は戦争の悲惨さ・不当さを語り継ぎ、

　　２度と再び過ちを繰り返さない努力を続けること。２度と再び過ちを繰り返さない努力を続けること。

現会員が高齢化したら終わりということではなく、わ現会員が高齢化したら終わりということではなく、わ

れわれの活動が社会へのアピールとなり、若い人に引れわれの活動が社会へのアピールとなり、若い人に引

き継がれれて行くことが重要ではないか。き継がれれて行くことが重要ではないか。

　　｢｢理事会議案理事会議案｣｣は承認された。は承認された。

　　　　　　　　　　論議通して方針設定論議通して方針設定

事務所閉鎖に伴う諸問題について事務所閉鎖に伴う諸問題について

１、１、  資料等の整理について資料等の整理について((注：注：()()内は後日実施又内は後日実施又

　は決定し、追記したもの　は決定し、追記したもの))

　ａ　海員組合に保管場所を借りて保管する。　ａ　海員組合に保管場所を借りて保管する。

　ｂ　その他の資料・書籍等は事務局が保存利用　　ｂ　その他の資料・書籍等は事務局が保存利用　

　　するもの、希望者に配布するもの、廃棄する　　　するもの、希望者に配布するもの、廃棄する　

　　ものなどに分類して処理する。　　ものなどに分類して処理する。

　　（　　（1212月月2929日までに全てを処理した。保存利用日までに全てを処理した。保存利用

　　するものについては、その殆どを栗原宅に移　　するものについては、その殆どを栗原宅に移

        管することとした）管することとした）

　ｃ　機材　総合機＝プリンター・コピー機　ｃ　機材　総合機＝プリンター・コピー機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12(12月月2929日篠原宅に移設日篠原宅に移設))、、

　　　　　　パソコン（　　　　　　パソコン（1212月月2929日栗原宅に移設）日栗原宅に移設）

　ｄ　事務所の電話は廃止、インターネットは無　　ｄ　事務所の電話は廃止、インターネットは無　

　　変更で継続する。　　変更で継続する。

２、２、  財政について財政について

　ａ　基本会計　　ａ　基本会計　0808年年1111月末残高月末残高    152,000    152,000円円

    ｂ　一般会計　　　〃　　　ｂ　一般会計　　　〃　　　  約約   540,000   540,000円円

    ｃｃ    特別資金　　　〃　　特別資金　　　〃　　      約約 1,180,000 1,180,000円円

今後の活動計画今後の活動計画　　　　　　　　

  08  08年年1212月中　　月中　　  会報会報5151号発行号発行

　　　　　　((内容内容))　①事務所閉鎖の経緯と今後の活動　　①事務所閉鎖の経緯と今後の活動　

　　　　②連絡先の案内　③海上労働ネット　　　　　　　②連絡先の案内　③海上労働ネット　　　

　　　ワーク解散集会　④その他　　　ワーク解散集会　④その他

　　0808年年1212月月1111日　日　  海上労働ネットワーク解散総会海上労働ネットワーク解散総会

　　　　　　　　　　　　　　　　 15 15時　東京浜松町海員会館時　東京浜松町海員会館

　　　　　　　　　　　　　　　　  終了後合同忘年会終了後合同忘年会

　　0909年２～３月　年２～３月　  理事会開催理事会開催

                    （本理事会で（本理事会で３月１９日（木）開催３月１９日（木）開催決定）決定）

　　0909年２～３月　年２～３月　  島根県浜田市／千葉県銚子市で島根県浜田市／千葉県銚子市で

　　　　　　　　パネル展開催（立案中）　　　　　　　　パネル展開催（立案中）

　　0909年３～４月　年３～４月　  定期総会開催定期総会開催

                      （本理事会で（本理事会で４月２３日（木）開催４月２３日（木）開催決定）決定）

  事務所閉鎖後の連絡先事務所閉鎖後の連絡先

　事務　事務･･一般問題等　　篠原　国雄　一般問題等　　篠原　国雄　

　　　　          〒〒123-0864123-0864　東京都足立区鹿浜　東京都足立区鹿浜2-20-82-20-8

　　　　　　　　  電話＆電話＆FaxFax　０３－３８９７－６２５９　０３－３８９７－６２５９

　インターネット等　　インターネット等　  栗原　三郎栗原　三郎

　　　　　　　　 E-mail E-mail：：senbotu@ric.hi-ho.ne.jpsenbotu@ric.hi-ho.ne.jp

                電話＆電話＆FaxFax　０４８－９６５－６８２０　０４８－９６５－６８２０

　　　　　　　　  携帯電話　携帯電話　  ０９０－６１４６－５５５７０９０－６１４６－５５５７

第第1515年度第２回年度第２回理事会報告理事会報告

若い世代に引継げる活動若い世代に引継げる活動

理理    事事    会会    議議    案案
    (2008(2008年年1111月月2727日開催日開催))
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　続いて　続いて栗原理事の提案栗原理事の提案((別掲別掲))があり討議した。があり討議した。

○　大風呂敷を広げるのではく、身の丈に合った　○　大風呂敷を広げるのではく、身の丈に合った　

　活動でありたい。ＤＶＤの配布範囲は　活動でありたい。ＤＶＤの配布範囲は??

○　国は責任を果たしておらず、船員を軽視して○　国は責任を果たしておらず、船員を軽視して

　いる。　いる。やり方はいろいろあるだろうから知恵を出やり方はいろいろあるだろうから知恵を出

し合って、可能で効果的なし合って、可能で効果的な方法方法を模索したい。を模索したい。

○　ＤＶＤ配布は、都道府県県庁所在地の中央図書○　ＤＶＤ配布は、都道府県県庁所在地の中央図書

　館、戦没船員・船の多い地域の図書館、船員関係　館、戦没船員・船の多い地域の図書館、船員関係

団体、入手希望者ー等団体、入手希望者ー等300300個位が考えられる。関係個位が考えられる。関係

諸経費は今後の検討課題だが、諸経費は今後の検討課題だが、5050万円以内で済むの万円以内で済むの

ではないか。ではないか。

○　ＤＶＤ作成は賛成だが、社会へのアピール○　ＤＶＤ作成は賛成だが、社会へのアピール･･若若

　い世代への語り継ぎに役立つものでありたい。一　い世代への語り継ぎに役立つものでありたい。一

般社会でもそのような形で運動が広がりを見せてい般社会でもそのような形で運動が広がりを見せてい

る例が多くある。る例が多くある。

○　海員組合等への安易な丸投げは考えもの、本会○　海員組合等への安易な丸投げは考えもの、本会

　の目的　の目的･･願いが結果的に消えてしまう恐れがあ願いが結果的に消えてしまう恐れがあ

る。問合せへの対応、展示会、記録整備等やることる。問合せへの対応、展示会、記録整備等やること

＜＜理事会への提案理事会への提案＞　＞　

記録する会の今後の活動について記録する会の今後の活動について　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　理事　栗原　三郎　　　　　　　　　　　　　　理事　栗原　三郎

　本会は本年度の総会で、　本会は本年度の総会で、事務所閉鎖後も可能な範事務所閉鎖後も可能な範

囲で活動を継続することとしたが、囲で活動を継続することとしたが、最低限やってお最低限やってお

く必要がることを考究し、く必要がることを考究し、やれる範囲内で努力するやれる範囲内で努力する

必要があると考える。必要があると考える。

　具体的には、　具体的には、

１、１、本会の活動の成果本会の活動の成果（戦没船（戦没船･･戦没船員の記録主戦没船員の記録主

　体）　体）をＤＶＤ－ＲＯＭに残す。をＤＶＤ－ＲＯＭに残す。

　本会の活動記録は　本会の活動記録は､､先に書籍先に書籍「戦没船を記録する「戦没船を記録する

会十年史」会十年史」として刊行したところであるが、として刊行したところであるが、この間この間

に収集に収集･･作成した資料も貴重なものである。作成した資料も貴重なものである。

　それらをできるだけＤＶＤ－ＲＯＭ　それらをできるだけＤＶＤ－ＲＯＭ（収録量が多（収録量が多

く且つ活用しやすい）く且つ活用しやすい）に収録して残すことは、に収録して残すことは、一般一般

社会に対しても貴重な一資料となり、社会に対しても貴重な一資料となり、延いては過ち延いては過ち

を繰り返さない一助ともなることを期待したい。を繰り返さない一助ともなることを期待したい。まま

た、た、今後に向けて、今後に向けて、現段階では不充分な関係記録整現段階では不充分な関係記録整

備への一助ともなり得えよう。備への一助ともなり得えよう。

２、２、戦没船員の記録の整備を国に求める。戦没船員の記録の整備を国に求める。

　今日においても、　今日においても、戦没船員戦没船員・・戦没船の記録整備が戦没船の記録整備が

不充分とされており、不充分とされており、海運関係者は勿論、海運関係者は勿論、識者や国識者や国

会でも指摘されているところである。会でも指摘されているところである。

　本来、　本来、この種の記録整備は国家の責任において行この種の記録整備は国家の責任において行

われるべきものであるが、われるべきものであるが、その進展には見るべきもその進展には見るべきも

のがない。のがない。

　近年、　近年、社会的に先の戦争の記録を残す運動が、社会的に先の戦争の記録を残す運動が、ララ

ストチャンスとして庶民の立場から盛り上りつつあストチャンスとして庶民の立場から盛り上りつつあ

る。る。船員や船の場合、船員や船の場合、陸上に比べ困難を伴う要素が陸上に比べ困難を伴う要素が

多いが、多いが、社会の盛り上がりの中で国に働きかけるよ社会の盛り上がりの中で国に働きかけるよ

いチャンスと思われる。いチャンスと思われる。

　肝心の　肝心の「戦没船員名簿」「戦没船員名簿」一つとっても、一つとっても、不記載不記載・・

欠陥記載が多く欠陥記載が多く（乗船々舶名不記載＝約（乗船々舶名不記載＝約１１万人、万人、戦戦

没場所不記載＝約没場所不記載＝約４４千人、千人、戦没場所欠陥記載＝約戦没場所欠陥記載＝約

２２万人等）、万人等）、国家の名の下に戦没した者の名簿とし国家の名の下に戦没した者の名簿とし

てはては､､余りにも杜撰であり、余りにも杜撰であり、船員を軽視している現船員を軽視している現

われといえる。われといえる。このままでは、このままでは、種々の意味で汚点と種々の意味で汚点と

なりかねないなりかねない｡｡

　引き続き本会としての記録活動を続けるととも　引き続き本会としての記録活動を続けるととも

に、に、この際、この際、適切な手段適切な手段・・方法を考究しつつ、方法を考究しつつ、国家国家

に対して戦没船員に関する記録の整備を求める。に対して戦没船員に関する記録の整備を求める。

３、３、戦没船員の遺骨収集の促進を国に求める。戦没船員の遺骨収集の促進を国に求める。

　先の戦争における海外での戦没者が約　先の戦争における海外での戦没者が約２４０２４０万万

人人（海役者（海役者３０３０万人）、万人）、内帰還遺骨が約内帰還遺骨が約１２５１２５万万

人人（海役者についての帰還数不明）（海役者についての帰還数不明）とされている。とされている。

遺骨収集継続遺骨収集継続・・強化要求は強く、強化要求は強く、国会でも論議され国会でも論議され

ているが、ているが、政府は終息方向を表明している。政府は終息方向を表明している。

　一方、　一方、戦没船員の遺骨収集について国が行ったこ戦没船員の遺骨収集について国が行ったこ

との記録はなく、との記録はなく、放置されている状態である。放置されている状態である。洋上洋上

戦没者については、戦没者については、その遺骨収集は困難とのことかその遺骨収集は困難とのことか

ら洋上巡拝が行われているが、ら洋上巡拝が行われているが、戦没船員の戦没場所戦没船員の戦没場所

が、が、「日本近海」「日本近海」とかとか「南太平洋］「南太平洋］のように漠然とのように漠然と

しており、しており、巡拝さえままならない状態である。巡拝さえままならない状態である。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　
【１【１頁続き】頁続き】　　

　　しかし各国の軍艦がひしめくこの海域の海賊が、しかし各国の軍艦がひしめくこの海域の海賊が、

今後更に増加するとは考えられないから、今後更に増加するとは考えられないから、３３月以月以

降到着する日本の軍艦派遣の効果は薄い。降到着する日本の軍艦派遣の効果は薄い。むしろむしろ

『任務遂行のための武器使用』『任務遂行のための武器使用』によって、によって、インドのインドの

ような事件発生の方が心配である。ような事件発生の方が心配である。

　いま最も期待される事は、　いま最も期待される事は、各国が軍艦を派遣す各国が軍艦を派遣す

ることではなく、ることではなく、ソマリアの治安回復とイエメンソマリアの治安回復とイエメン

など周辺諸国が共同して警備体制を強化することなど周辺諸国が共同して警備体制を強化すること

である。である。したがって日本政府は自衛艦の派遣をやしたがって日本政府は自衛艦の派遣をや

め、め、その費用でマラッカ海峡海賊対策のように警その費用でマラッカ海峡海賊対策のように警

備艇を供与する方が効果的である。備艇を供与する方が効果的である。　　((篠原国雄篠原国雄))

は多くある。本会としてやれるだけのことをやるは多くある。本会としてやれるだけのことをやる

との姿勢が必要ではないか。との姿勢が必要ではないか。

　　本会の活動について栗原提案も含め、引き続き本会の活動について栗原提案も含め、引き続き

検討検討･･論議してゆくこととした。論議してゆくこととした。
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　　  徴用漁船で出征され、徴用漁船で出征され、戦中戦後を通じて無事に戦中戦後を通じて無事に

復員された方が市内に復員された方が市内に４４名居られますが、名居られますが、何れの何れの

方も方も8585～～9090歳の高齢てあり、歳の高齢てあり、何らかの障害を抱え何らかの障害を抱え

て日々の生活をされていますて日々の生活をされています｡｡

　この方々からの証言記録を積み上げていくこと　この方々からの証言記録を積み上げていくこと

でで､ ､ 浜田徴用漁船の事実の全貌を明確に捉えること浜田徴用漁船の事実の全貌を明確に捉えること

ができますができます｡ ｡ そして今こそそして今こそ､ ､ 本当にそれが必要な本当にそれが必要な

ことです。ことです。可故なら可故なら､ ､ 徴用漁船の事実を証言する徴用漁船の事実を証言する

方々がいなくなれば方々がいなくなれば､ ､ この徴用漁船の歴史事実は確この徴用漁船の歴史事実は確

実にこの世の中から忘れ去られる状況下にあるが実にこの世の中から忘れ去られる状況下にあるが

らです。らです。

　以下の記述は、　以下の記述は、取材調査取材調査((平成平成1919年年1212月月１１日～日～

2020年年1111月月2525日日))した関係者した関係者3737名の方の証言記録か名の方の証言記録か

らの抜粋をもとに推測したものです。らの抜粋をもとに推測したものです。

徴用漁船の経緯と実態徴用漁船の経緯と実態

　浜田港での陸軍による漁船徴用は　浜田港での陸軍による漁船徴用は､ ､ 昭和昭和1212年及年及

び昭和び昭和1818年の年の２２度ありましたが、度ありましたが、支那事変支那事変((昭和昭和

1212年年))での徴用漁船団は全隻帰還での徴用漁船団は全隻帰還､ ､ 大東亜戦争大東亜戦争((昭昭

和和1818年年))での徴用は南方方面海域からでの徴用は南方方面海域から１１隻も帰還隻も帰還

しませんでした。しませんでした。

　徴用された漁民達は、　徴用された漁民達は、軍需物資の運搬を目的と軍需物資の運搬を目的と

した軍属した軍属（大日本帝国陸軍では庸員（大日本帝国陸軍では庸員､ ､ 雇員、雇員、判任判任

官、官、高等官の高等官の４４階級）階級）として戦地に出征しましたとして戦地に出征しました

が、が、その記録は殆ど整備されておりません。その記録は殆ど整備されておりません。

支那事変支那事変((昭和昭和1212～～1313年年))に関する徴用漁船に関する徴用漁船

団の証言記録抜粋団の証言記録抜粋

＜Ｎ子さんの証言＞＜Ｎ子さんの証言＞

　支那事変当時にシイラ漁船　支那事変当時にシイラ漁船１１隻を陸軍に徴用に隻を陸軍に徴用に

取られました取られました｡ ｡ 漁師達と共に浜田港から中国に向け漁師達と共に浜田港から中国に向け

て出港したことて出港したこと､ ､ そしてその後、そしてその後、船と漁師達は無事船と漁師達は無事

に帰ってきたことを覚えています。に帰ってきたことを覚えています。

＜証言からの推測＞＜証言からの推測＞

　浜田港のシイラ漁船は　浜田港のシイラ漁船は５５～～1010トン未満の船でしトン未満の船でし

た。た。揚子江の浅瀬で軍需物資の運搬に適していたた揚子江の浅瀬で軍需物資の運搬に適していたた

めに徴用されたと思われますめに徴用されたと思われます｡  ｡  大東亜戦争に入る大東亜戦争に入る

前の前哨戦といわれる状況下だったことで前の前哨戦といわれる状況下だったことで､ ､ 漁船と漁船と

漁師達は無事に帰還できたと推測できます。漁師達は無事に帰還できたと推測できます。

大東亜戦争大東亜戦争((昭和昭和1818年年))に関する徴用漁船に関する徴用漁船｢｢浜田底浜田底

曳漁船団及び出雲底曳漁船団曳漁船団及び出雲底曳漁船団｣｣の証言記録抜粋の証言記録抜粋

＜Ｆ氏の証言＞＜Ｆ氏の証言＞

　当時徴兵検査前の　当時徴兵検査前の1919歳でした。歳でした。徴用漁船で欠員徴用漁船で欠員

が出たということで親にも相談しないで志願したが出たということで親にも相談しないで志願した｡｡

しかし、しかし、ラバウルに到着して想像を絶する状況の中ラバウルに到着して想像を絶する状況の中

でで､ ､ 何も知らないで微用船の話しに飛びついたこと何も知らないで微用船の話しに飛びついたこと

を後悔したを後悔した｡ ｡ 翌年徴兵検査を受けるために軍船でラ翌年徴兵検査を受けるために軍船でラ

バウルを離れバウルを離れ､､浜田に帰り召集され浜田に帰り召集され2121 連隊に入隊連隊に入隊

し、し、中国に参戦し終戦を迎えた。中国に参戦し終戦を迎えた。

＜Ｈ氏の証言＞＜Ｈ氏の証言＞

　昭和　昭和1818年年２２月月1414日浜田港を出航、日浜田港を出航、1616日宇品港日宇品港

着着､､３３月上旬宇品港発、月上旬宇品港発、大分の佐賀の関で燃料を補大分の佐賀の関で燃料を補

給、給、沖繩から高雄に向かいました沖繩から高雄に向かいました｡ ｡ 途中空襲で先導途中空襲で先導

していた軍艦が沈没し、していた軍艦が沈没し、潜水艦が浮上して銃撃を受潜水艦が浮上して銃撃を受

けて何隻かの漁船も沈没しましたけて何隻かの漁船も沈没しました｡ ｡ 高雄からマニラ高雄からマニラ

の軍港に入港し、の軍港に入港し、そこで木造漁船の船体を鉄板で覆そこで木造漁船の船体を鉄板で覆

う工作をしましたう工作をしました｡｡　　

　５　５ 月月 ５５ 日にマニラ港を出港、日にマニラ港を出港、パラオを経てパラオを経て

ニューギニアの軍港に寄港してからラバウルニューギニアの軍港に寄港してからラバウル

((ニューブリテン島ニューブリテン島))に到着しましたがに到着しましたが､ ､ 何月何日か何月何日か

がどうしても思い出せませんがどうしても思い出せません｡｡

　ラバウルでは大和丸　ラバウルでは大和丸((島根県漁船島根県漁船))に配属替となに配属替とな

り、り、軍事物資の運搬をしていました軍事物資の運搬をしていました｡ ｡ 沖合を航行中沖合を航行中

に米軍の掃海艇の銃撃を受けて船長が戦死しましに米軍の掃海艇の銃撃を受けて船長が戦死しまし

たた｡ ｡ 船が航行不能になったので、船が航行不能になったので、船を放棄して船長船を放棄して船長

の遺体を担いで島を移勤しましたがの遺体を担いで島を移勤しましたが､ ､ 限界となり砂限界となり砂

浜に遺体を埋めラバウル基地に帰還しました浜に遺体を埋めラバウル基地に帰還しました｡｡

　その後　その後､ ､ 殆んどの漁船は沈没又は航行不能とな殆んどの漁船は沈没又は航行不能とな

り、り、運搬の仕事ができなくなり、運搬の仕事ができなくなり、準一等兵準一等兵､､準二等準二等

兵として現地召集され、兵として現地召集され、主に食料確保のために芋な主に食料確保のために芋な

どを耕作して何とか食い繋いで終戦を迎えましたどを耕作して何とか食い繋いで終戦を迎えました｡｡

　翌年の昭和　翌年の昭和 2121 年年３３月にやっとの思いで大竹港月にやっとの思いで大竹港

((広島広島))に復員し、に復員し、1,5001,500円を受け取り汽車と徒歩で円を受け取り汽車と徒歩で

２２～～３３日かけて津摩町日かけて津摩町((浜田市浜田市))に帰りました。に帰りました。

＜Ｍ氏の証言＞＜Ｍ氏の証言＞

　島根県庁で軍属として海軍に召集され、　島根県庁で軍属として海軍に召集され、横須賀港横須賀港

から昭和から昭和1717年年１１月月2323日にラバウルに上陸、日にラバウルに上陸、以降以降

　　本会への接触増える本会への接触増える

各地で戦没船員各地で戦没船員･･　　
　　

　　このところ、このところ、地元の徴用戦没漁船のことを調べてい地元の徴用戦没漁船のことを調べてい

るうちに、るうちに、遺族関係者の記録出版のお手伝いをしてい遺族関係者の記録出版のお手伝いをしてい

るうちに、るうちに、戦没した叔父の事を調べているうちにー等戦没した叔父の事を調べているうちにー等

で本会のホームページに突き当たったとして、で本会のホームページに突き当たったとして、本会に本会に

連絡してくる事例が増えている。連絡してくる事例が増えている。

　その内の　その内の11つを紹介する。つを紹介する。

　Ｋ氏が地元　Ｋ氏が地元((島根県浜田市島根県浜田市))でのパネル展を計画し、でのパネル展を計画し、

本会の協力を求め本会の協力を求め、、その開催準備のやり取りの過程でその開催準備のやり取りの過程で

提供された資料を一部修提供された資料を一部修文文の上掲載した。の上掲載した。

戦没船の記録整備戦没船の記録整備
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大発大発 ( (ダイハツ＝上陸舟艇ダイハツ＝上陸舟艇))で軍事物資の運搬に従で軍事物資の運搬に従

事していました事していました｡｡　　

　確か昭和　確か昭和1818年年７７月頃だったと思いますが、月頃だったと思いますが、浜田浜田

底曳漁船団がきたという噂を聞いて底曳漁船団がきたという噂を聞いて､ ､ 夜に仲間と一夜に仲間と一

緒に見にいったところ自分の持株の船であったこと緒に見にいったところ自分の持株の船であったこと

を覚えています。を覚えています。

＜証言からの推測＞＜証言からの推測＞

　Ｈ氏の証言は裏づけとして、　Ｈ氏の証言は裏づけとして、軍属履歴申立請求軍属履歴申立請求

((昭和昭和4848年恩給法の改正年恩給法の改正))をされる為に書きとめらをされる為に書きとめら

れた書面れた書面((期日不明期日不明))が存在しますが存在します｡ ｡ この書面から昭この書面から昭

和和1818年年２２月月1414日に浜田港を出港したこと日に浜田港を出港したこと､､２２月月1616

日に宇品港に入港したこと日に宇品港に入港したこと､､５５月月５５日マニラを出日マニラを出

港したことが証言から推測できます港したことが証言から推測できます｡｡

　Ｍ氏は昭和　Ｍ氏は昭和1818年年７７月頃浜田底曳漁船団がきたの月頃浜田底曳漁船団がきたの

でで､ ､ 任務を解かれ軍船で任務を解かれ軍船で８８月上旬に横須賀港に復月上旬に横須賀港に復

員し、員し、８８月月1515日には浜田にいたとはっきりと覚え日には浜田にいたとはっきりと覚え

ておられますておられます｡｡

　証言の中で浜田底曳漁船団が長正丸　証言の中で浜田底曳漁船団が長正丸・・平安丸平安丸・・明明

正丸の正丸の６６隻隻((２２隻隻１１組組))だったという記憶もかなりだったという記憶もかなり

の信頼性がありの信頼性があり､ ､ 微用船でいかれたＦ氏によれば、微用船でいかれたＦ氏によれば、

Ｍ氏とラバウルで会ったと証言されていますＭ氏とラバウルで会ったと証言されています｡ ｡ 昭和昭和

1818年年２２月月1414日に浜田港を出港した浜田底曳漁船団日に浜田港を出港した浜田底曳漁船団

は、は、５５ケ月余りも掛かってケ月余りも掛かって７７月上旬にラバウルに月上旬にラバウルに

到着したものと推測できます。到着したものと推測できます。

島根県戦没者遺族連合会戦没者名簿島根県戦没者遺族連合会戦没者名簿・・浜田戦没者浜田戦没者

遺族会戦没者名簿記録からの推測遺族会戦没者名簿記録からの推測

戦没時期＝昭和戦没時期＝昭和1818年年９９月月1212日～日～2020年年８８月月3131日日

戦没場所＝ニューブリテン島戦没場所＝ニューブリテン島・・同沖合海域同沖合海域・・カビニカビニ

　ア西海域　ア西海域

所　　属＝海上輸送第所　　属＝海上輸送第５５大隊大隊・・船舶司令部船舶司令部・・暁暁29402940

戦没者＝浜田市戦没者＝浜田市2020名名（元浜町（元浜町1010名津摩町名津摩町４４名名・・瀬瀬

　戸見町　戸見町２２名名・・京町京町11名名・・真光町真光町１１名名・・原町原町11名名･･

　長沢町　長沢町11名）名）

松江市＝松江市＝２２名名（美保関町北浦稲積（美保関町北浦稲積２２名）名）

　陸軍関係の資料は極めて残っていないといわれて　陸軍関係の資料は極めて残っていないといわれて

いますいます｡ ｡ 取材調査の過程で戦没者名取材調査の過程で戦没者名・・戦没年月日戦没年月日・・

戦没場所が一致しないことが目立ちました戦没場所が一致しないことが目立ちました｡｡　　

　証言によるとラバウルでの大規模な空爆で多くの　証言によるとラバウルでの大規模な空爆で多くの

方が戦死され、方が戦死され、マラリアで病死した方も多かったよマラリアで病死した方も多かったよ

うですが、うですが、肥沃な土地であったために食料確保が容肥沃な土地であったために食料確保が容

易にできたことで、易にできたことで、多くの兵隊が終戦まで食い繋ぐ多くの兵隊が終戦まで食い繋ぐ

ことができたと推測できます。ことができたと推測できます。

＜徴用漁船＜徴用漁船・・浜田底曳漁船団構成の推測＞浜田底曳漁船団構成の推測＞

浜田底曳漁船団＝浜田底曳漁船団＝６６～～1010隻隻((晴進丸晴進丸2727トントン・・明正明正

　丸　丸2727トントン・・長正丸長正丸2727トントン･･共宝丸共宝丸2727トントン・・清興清興

　丸　丸2727トントン･･東洋丸東洋丸2727トントン))

　　乗船船員　　乗船船員――――――3636～～4242名　名　

出雲底曳漁船団＝出雲底曳漁船団＝７７～～1414隻隻((神力丸神力丸3131トントン･･八束八束

　丸　丸4545トントン・・浜富丸浜富丸3232トントン・・明神丸明神丸2929トントン･･大和大和

　丸　丸2929トントン・・豊栄丸豊栄丸3535トントン･･香取丸香取丸))

　　乗船船員　　乗船船員――――――4242～～4949名　名　

　底曳漁船は　底曳漁船は２２隻隻１１組で漁をしている関係で船主組で漁をしている関係で船主

によりにより１１隻又は隻又は２２隻微用になったと推測できる。隻微用になったと推測できる。

　浜田底曳漁船団は各船主が　浜田底曳漁船団は各船主が１１隻徴用に出したと隻徴用に出したと

いうＮ子さん証言があり、いうＮ子さん証言があり、出雲底曳漁船団は殆んど出雲底曳漁船団は殆んど

徴用されて、徴用されて、ボロ船しか残っていなかったというＳボロ船しか残っていなかったというＳ

氏の証言があります。氏の証言があります。

　証言から　証言から2020隻程度の底曳船団に隻程度の底曳船団に120120 名前後が乗名前後が乗

船して浜田港を出港し、船して浜田港を出港し、1515 隻程度がラバウルに到隻程度がラバウルに到

着したと推測できます。着したと推測できます。

見見  解解

　昭和　昭和1818年年２２月月1414日日2020隻程度の底曳船団に隻程度の底曳船団に120120

人前後が乗船して浜田港を出港したと仮定すれば、人前後が乗船して浜田港を出港したと仮定すれば、

浜田港浜田港((元浜町元浜町))には家族親戚関係者には家族親戚関係者500500人以上が結人以上が結

集して徴用底曳漁船団を見送ったと推定できます。集して徴用底曳漁船団を見送ったと推定できます。

　言論統制下であったにせよ、　言論統制下であったにせよ、これだけの規模の事これだけの規模の事

実がなぜ語り継がれなかったのだろという疑念が残実がなぜ語り継がれなかったのだろという疑念が残

りますります｡｡　　

　取材の過程で感じたことは　取材の過程で感じたことは､ ､ 戦没した遺族の方と戦没した遺族の方と

無事に復員された家族の方とのコミニューケーショ無事に復員された家族の方とのコミニューケーショ

ンが少ないことンが少ないこと､ ､ 無事に復員された方々が家族及び無事に復員された方々が家族及び

親兄弟たいしても殆んど語らなかったこと親兄弟たいしても殆んど語らなかったこと､ ､ 軍人と軍人と

して召集された者と軍属とでは戦時下に於いて行政して召集された者と軍属とでは戦時下に於いて行政

の扱いが異なっていたこと、の扱いが異なっていたこと、昭和昭和2828年年５５月月2828日浜日浜

田漁港が念願の第田漁港が念願の第３３種指定となり漁業関係者が湧種指定となり漁業関係者が湧

いていたこといていたこと､､昭和昭和2929年末から年末から3030年にかけて李承年にかけて李承

晩ラインで大和丸晩ラインで大和丸､ ､ 平安丸、平安丸、浜富丸が韓国監視船に浜富丸が韓国監視船に

より拿捕されるという事件が起きたより拿捕されるという事件が起きた｡ ｡ この時に拿捕この時に拿捕

された船は、された船は、徴用で新造船を喪失した船主の船で徴用で新造船を喪失した船主の船で

あったことあったこと､､そして浜田市が住みよい浜田、そして浜田市が住みよい浜田、明るい明るい

浜田の開発に乗り出したことなどの経緯を鑑みる浜田の開発に乗り出したことなどの経緯を鑑みる

とと､､徴用船の事実が次第に戦後の復興期の中で風化徴用船の事実が次第に戦後の復興期の中で風化

してしまったことも否めないところであります。してしまったことも否めないところであります。

　　　　

　　
　　  島根県浜田市で戦没船の展示会島根県浜田市で戦没船の展示会

20092009年年２２月月14(14(土土))・・15(15(日日))　サンマリン浜田　サンマリン浜田

　　　　　　  ２２月月21(21(土土))・・22(22(日日)  )  長浜公民館長浜公民館

　夫々　１０　夫々　１０：：００００～～１７１７：：００００

　本会も協力しての地元徴用漁船を含めた戦没　本会も協力しての地元徴用漁船を含めた戦没

船船・・戦没船員関係のパネル展示会が開かれる。戦没船員関係のパネル展示会が開かれる。

　可能な方は覗いてみてください。　可能な方は覗いてみてください。
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①　徴①　徴  用用  小小  型型  船船  関関  係係  年年  表表

編　集　後　記編　集　後　記
　　会報会報5151号は号は1212月に発行する予定でしたが、月に発行する予定でしたが、事務所事務所

閉鎖の作業に追われ、閉鎖の作業に追われ、「海労ネットニュース最終号」「海労ネットニュース最終号」発発

行を優先させたこともあり、行を優先させたこともあり、また、また、事務所から持ち事務所から持ち

帰った資料等も整理が進まず、帰った資料等も整理が進まず、ようやく会報発行にたようやく会報発行にた

どり着きました。どり着きました。

　事務所がなくなってからの活動は、　事務所がなくなってからの活動は、理事や会員が常理事や会員が常

時来訪接触する機会がなくなるので、時来訪接触する機会がなくなるので、事務局の独善に事務局の独善に

ならないよう、ならないよう、特にニュース発行は新体制を確立して特にニュース発行は新体制を確立して

対処する必要を感じています。対処する必要を感じています。多くのご意見ご提案を多くのご意見ご提案を

期待しています。期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（篠原）　（篠原）　

　昨年末をもって事務所は閉鎖されましたが、　昨年末をもって事務所は閉鎖されましたが、新連絡新連絡

所により活動は継続されております。所により活動は継続されております。今後今後共共ご協力をご協力を

お願いします。お願いします。

　多くの問題を抱えながら、　多くの問題を抱えながら、論議もそこそこに自衛艦論議もそこそこに自衛艦

のソマリア沖派遣が下令さた。のソマリア沖派遣が下令さた。日本の将来、日本の将来、船員に船員に

とっても重大なこと、とっても重大なこと、慎重且つ十分な論議が必要です。慎重且つ十分な論議が必要です。

　「海を戦場にしてはならない」　「海を戦場にしてはならない」をを大切に。大切に。　　((栗原栗原))

＜新作展示パネル＞＜新作展示パネル＞

938. 4. 1938. 4. 1 国家総動員法公布。国家総動員法公布。

(S13) **(S13) ** 小型船の徴用受皿として小型船の徴用受皿として「全国機帆船漁「全国機帆船漁

船船主会」船船主会」設立。設立。

1940.10. 21940.10. 2 「船員徴用令」「船員徴用令」公布公布・・施行。施行。

(S15)11.22(S15)11.22 日本海運報国団結成日本海運報国団結成

1941. 7.251941. 7.25 日米通商航海条約破棄。日米通商航海条約破棄。

(S16) 6-12(S16) 6-12 特設監視艇として特設監視艇として６６--1212月に約月に約210210隻を隻を

徴用。徴用。                      　　　　　　

      8.19      8.19 船舶と船員の徴用に関係する船舶と船員の徴用に関係する「戦時海「戦時海

運管理を閣議決定。運管理を閣議決定。

      9. 1      9. 1 船舶船舶6464万総㌧の徴用決定万総㌧の徴用決定（特設艦船（特設艦船

大量徴用開始大量徴用開始))。。

     12. 8     12. 8 日本軍真珠湾攻撃、日本軍真珠湾攻撃、太平洋戦争始まる太平洋戦争始まる

　　　　 12.31 12.31 特設監視艇配置特設監視艇配置213213隻に。隻に。

1942. 2.151942. 2.15 日本軍日本軍==シンガポール占領。シンガポール占領。

(S17) 3.27(S17) 3.27 特設海上護衛隊創設。特設海上護衛隊創設。

      4. 1      4. 1 船舶を国家管理する船舶を国家管理する｢｢船舶運営会船舶運営会｣｣創立創立

      4.18      4.18 監視艇が米機動監視艇が米機動((ドウリットルドウリットル))部隊部隊とと

初交戦。初交戦。  米軍機による日本本土初空襲米軍機による日本本土初空襲

      6. 5      6. 5 ミッドウェー海戦で日本軍敗北、ミッドウェー海戦で日本軍敗北、戦局戦局

転機。転機。

1943. 11943. 1月月 陸軍徴用船陸軍徴用船162162万総㌧、万総㌧、海軍徴用船海軍徴用船

181181万総㌧、万総㌧、需船需船263263万総㌧を決定。万総㌧を決定。

(S18) 1. 2(S18) 1. 2 木船建造緊急方策を閣議決定。木船建造緊急方策を閣議決定。

      1.26      1.26 船員優遇策閣議決定。船員優遇策閣議決定。

   2.1   2.1～～77 日本軍ガダルカナル島撤退。日本軍ガダルカナル島撤退。

      6.30      6.30 米軍＝空母部隊が大挙して太平洋戦線米軍＝空母部隊が大挙して太平洋戦線

に到着。に到着。

      8      8月月 機帆船による南方産油還送実施。機帆船による南方産油還送実施。

    8.-11.    8.-11. 海軍＝海軍＝4040総㌧級漁船総㌧級漁船100100隻を徴用しラバ隻を徴用しラバ

ウル方面に投入ウル方面に投入

      9.30      9.30 日本日本｢｢絶対国防圏絶対国防圏｣｣を縮小設定。を縮小設定。

     11.15     11.15 日本海上護衛総司令部発足＝日本海上護衛総司令部発足＝2,7002,700隻隻

の輸送船に対し護衛艦艇の輸送船に対し護衛艦艇4444隻。隻。

     11.19     11.19 海軍が漁船海軍が漁船290290隻隻・・機帆船機帆船100100隻を徴用隻を徴用

1944. 1.111944. 1.11 1919年度造船年度造船190190万総㌧決定。万総㌧決定。

2020総㌧以上の機帆船徴用決定。総㌧以上の機帆船徴用決定。

(S19) 1(S19) 1月月 内南洋諸島で特設監視艇内南洋諸島で特設監視艇2020隻以上喪失隻以上喪失

      3. 3      3. 3 陸海軍陸海軍＝大型船＝大型船1010万総㌧万総㌧・・機帆船機帆船1010万万

総㌧追加徴用決定総㌧追加徴用決定

　　　　 3.-8. 3.-8. 機帆船機帆船・・漁船を比島漁船を比島・・北方に増派。北方に増派。

     6.     6.～～ 機帆船機帆船・・漁船による南西諸島輸送作戦漁船による南西諸島輸送作戦

      6.15      6.15 米軍＝サイパン島上陸。米軍＝サイパン島上陸。　　

     11.20     11.20 米軍＝レイテ島上陸。米軍＝レイテ島上陸。

　　　　 10 10月月 機帆船による湾糖還送作戦。機帆船による湾糖還送作戦。

     11.16     11.16 海軍＝機帆船の追加徴用海軍＝機帆船の追加徴用(11･12･(11･12･１１月月

各々各々2020隻隻))を最高指導会議が決定。を最高指導会議が決定。

     11.24     11.24 米軍機＝マリアナ基地より東京を初空襲米軍機＝マリアナ基地より東京を初空襲

　　 11-01 11-01月月 陸軍＝機帆船陸軍＝機帆船3.53.5万総㌧を徴用万総㌧を徴用

     12.10     12.10 大型機帆船船主協会設立大型機帆船船主協会設立

1945. 1. 91945. 1. 9 米軍＝ルソン島上陸。米軍＝ルソン島上陸。

(S20) 1.20(S20) 1.20 徴用強化の船員動員令徴用強化の船員動員令・・船舶待遇職員船舶待遇職員

令施行。令施行。 　　　　　　　　

      3      3月月 米軍大空襲、米軍大空襲、1010日＝東京、日＝東京、1212日＝名日＝名

古屋、古屋、1414日＝大阪、日＝大阪、1717日＝神戸。日＝神戸。

　　　　　　3.173.17 硫黄島日本軍玉砕。硫黄島日本軍玉砕。

　　　　　　3. -3. - 監視艇隊から監視艇隊から「大型機編隊北上「大型機編隊北上｣｣の報の報

告多数。告多数。

　　 米軍＝日本主要港米軍＝日本主要港・・海峡に機雷布設。海峡に機雷布設。

　　　　1-31-3月月 監視艇喪失監視艇喪失4343隻に激増。隻に激増。

      4. 1      4. 1 米軍＝沖縄本島上陸。米軍＝沖縄本島上陸。

      5.23      5.23 第第１１～～３３特設監視艇隊解散、特設監視艇隊解散、全船を鎮全船を鎮

守府守府・・警備府に。警備府に。

     6. 8     6. 8 日本＝本土決戦方針決定。日本＝本土決戦方針決定。

      6.23      6.23 沖縄の日本軍の抵抗終わる。沖縄の日本軍の抵抗終わる。

      6.30      6.30 全徴用船を解用→海運総監部設置し全全徴用船を解用→海運総監部設置し全

船舶を国家船舶に一元化。船舶を国家船舶に一元化。

   7.14-15   7.14-15 500500総㌧以上の船舶総㌧以上の船舶4646隻隻・・機帆船機帆船150150

隻喪失。隻喪失。

      8      8月月 米軍＝米軍＝６６日広島日広島・・９９日長崎に原爆投下日長崎に原爆投下

      8.15      8.15 日本が無条件降伏、日本が無条件降伏、太平洋戦争終わる太平洋戦争終わる

　　　　　　9. 39. 3 日本船舶、日本船舶、連合軍総司令部の管理下に連合軍総司令部の管理下に

註）註）  小型船に直接的に関係大の事項を小型船に直接的に関係大の事項を｢｢斜体字斜体字｣｣とし、とし、

　直接的に関係小の事項を　直接的に関係小の事項を｢｢標準字体標準字体｣｣としとし


